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We 　prQpose　a　new 　motbod 　fbr　measurement 　ofthe 　evaporation 　coefHcient 　uslng 　noI ユlinear　sound 　resonance 　experiment

based　on 　a　theory　ofmolecular 　gas　dynamics．　The　evaporation 　coetlicient 　is　deterrnined　from　the　prcssure　amplitude 　of

sccond 　harrnonics　generated　by　the　nonlinear 　effect 　ofresonant 　so しmd 　wave 　in　a　cylindrical 　space 　bounded　by　a　sound

source 　and 　a　gas−liquid　interface，　To　demonstrate　the 　applicability 　of 　this　method
，
　we 　conduct 　a　test　experiment ．　As　a

result，　we 　confirm 　the　increase　of 　sccond 　harmonics　amplitude 　caused 　by　the　sound 　resonance ．

1 ，は じめに

　蒸発，凝縮現象は 自然分野，工 学分野におい て しば しば見られ

る， 基礎的か つ 重要 な物理現 象の
・
つ で あ る．自然分野 におい て

は 例 えば地球規模で 生 じる水循環が代表例で あ り，工 学分野に お

い て は混相流，キ ャ ビテ
ー

シ ョ ン などに見 るこ とがで きる．

　蒸発，凝縮 に関す る研 究は古 くか ら様々 に行われ て きた が，蒸

発 凝縮を伴う非平衡な蒸気の 振る舞い を取 り扱うこ とができ る

Bol跏 耀 式 におい て，灘 とそ の 飽 和蒸 気の 界 面に対 して

課 せ られ る気体論境界条件
ω

に含 まれ る未知 数 蒸発係数 に つ い

ては，い まだ明 らか にな っ てい な い ，本研究は非線形共 鳴音波を

用い た蒸発係数測定法の 開発を目的 と して なされるもの で ある．

2 ．測定方法

　本研究では，試料液体 とそ の 飽和蒸気，例えば水と水蒸気など

の 単
一
物質で 満た され た系を実験系 として考え る．蒸気中に振動

面が 界面 と平行 に なる よ うに音源を設 置 し，音源 を
一
定周期

一

定振幅 で連 続 的 に振 動 させ る と，進行 波 が界 面に 向か っ て 蒸 気 中

を伝播 し，界面で 反射 し，数周期後に 蒸気中に 定在波が形成 され

る．こ の とき界 面におい ては，音波に よ っ て生 じる圧 力変化 に よ

っ て 系が平衡状態か ら弱い非平衡状態に移 り，これに伴い 弱い 蒸

発，凝縮が周 期的に生 じる．蒸発，凝縮が生 じるこ とに よ り，気

体の 圧力，密度 温度，液体の温度 な どが変化する と考え られ る．

本研究では音波の 振幅変化 を測定 し，蒸発，凝縮に よる圧力変化

を求める．一
方，分子気体力学の 理 論解析

  に よ り，蒸発係数 と

圧 力の 関係式を求め，先に測定し た圧 力 を こ の 関係式に代人 する

こ とで，最終的 に蒸発係 数 を求 める，

　実験装置は試 料液膜を形成する液膜 ホル ダ，音源，受信器，お

よび粗微動ス テ
ージか ら構成され る．また翼験装置は真空容器内

お よび 直温器 内に設 置 され て い る．受 信器 は液 膜 ホル ダ内 に設 ［．
され て お り，試 料液膜は 受信器振動 面上 に形成 され る．音源は 微

動 粗動ス テ
ージに固定され て お り，液膜ホ ル ダ内に試粘液膜と

平行 にな るよ うに設 置され る．なお 液膜 問の 距離 は蒸気 中で の 共

鳴を利用 するた め，半波長お よ び 1波艮に設定 され，共鳴に よ り

生 じた 2 次高調波成分を蒸発 係数測定に用い る．

3 ．実羇貧糸吉果

　こ こ で は調 窪1液体と して 水を用 い た場 合の 実験結果 を Fig．1 に

示す，主 な実験条件は以下の 通りで ある．初期液膜温度は 305K，
初期真空容器 内圧 力は 4．8kPa で あ り， 初期液H鄭M度に対す る水 の

飽和蒸 気 圧に ほ ぼ
一

致 ずる．初期液1闃享さは 4．6mm ，音源への 印

加電圧は 20Vnns ，駆動周波数は 28．3kHz で ある．
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横軸は音源，襴1莫間の 距離の 変化 量を示 してお り，左端が半波長

付近，右端が 1波長付近に それぞれ対応する．左 縦軸は．駆動周波

数 f成分 の 振幅，右縦 軸は 2 次高調 波 2f成分の 振幅 を示す．実線

で 示 した 2f成分 におい て ，　 lmm 付 近 と 8，85  付 近 に見 られ る

ピ
ー

クがそれぞれ半波長，1 波長にお ける共鳴に よる影響と考え

られ る．これ は，ピーク間の 跿雄 7，851  が 実験剰牛か ら求 めた

音波の 半波長 と
一
致するこ とか らも確認 で きる．

4 ．おわ りに

　気体論境界条件に含まれ る未知数，蒸発係数を測定するために

非線形 共鳴音 波 を用 い た新 しい 蒸発 係数測 定法 の 提案 を行 っ た．
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